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創造表現コース 8期生

創造表現コース 8期生

『なんで美術とかけ離れた会社を選んだの？』テ
レビ局に就職してからというもの、周りの方から
は度々こう言われました。私もはじめは「畑違い
の仕事だな」なんて思っていましたが、今は決し
てそんな風には思っていません。
　報道記者になって ２年の間「高校野球」や「障害」
などをテーマに番組を 7本制作しました。高校・
大学で学んできた「美術」とは違いますが、悩ん
で悩んでやっとの思いで作り上げるという点で
は、番組も私の大切な「作品」です。一つの番組

を放送するまで、何年も取材を重ねることも。そ
んな長い年月をかけて制作した番組が放送される
瞬間……。そして番組を見た人から「感動した」「勇
気をもらった」と感想をいただいたとき……。い
つも嬉しい気持ちでいっぱいになります。テレビ
局での仕事も、私が高校時代から大好きな「表現
活動」なのだと実感しました。
　これからも、もっともっと多くの人の心を揺さ
ぶるような「作品」を作り続けていきたいです。

　小さいころから絵を描くことや物を作ることが
好きで、自然と将来は何か美術に関わることがし
たいと思うようになり創造表現コースへ入学しま
した。それまで漠然と美術という大きな枠組みの
中で何かがしたいと思っていたのですが、創造表
現コースでは絵画、彫刻、工芸、デザインなど様々
な分野に触れることができ、自分の中で本当にや
りたいことは何なのかということを考えるきっか
けになった場所となりました。その後大学に進学
し、そこで漆という分野に出会いました。制作工

程が多く完成までに時間のかかる漆は、じっくり
と作品を仕上げていくことが好きな私に向いてい
ると思い、そのまま大学、大学院共に漆について
学ぶことにしました。現在は漆作家として自然を
テーマにした器やカトラリーなどを制作し、展示
や公募展等で作品を発表しています。これからも
学生時代の出会いを大切に、多くの出来事を経験
しより良いものを作り続けるよう努力していきた
いです。

木村　友美

田中　若葉

自分の「作品」を見てもらうのって本当に楽しい！

やりたい事へのきっかけ、漆との出会い

［２008年度卒業／60回生］

［2008年度卒業／60回生］

広島テレビ放送株式会社（勤務）

報道記者

漆作家

１99１年　広島県出身
２0１3年　�広島大学教育学部　造形芸術系

コースを卒業
　　　　�広島テレビ放送に入社　営業部

に配属
２0１7年　報道部に異動
現　在　�報道記者として日々のニュース

取材や、ドキュメンタリー番組
の制作に携わる。

１990年　広島県生まれ
２0１3年　�広島市立大学�芸術学部�デザイ

ン工芸学科�漆造形専攻�卒業
２0１5年　�広島市立大学�博士前期課程�芸

術学研究科�漆造形研究室�修了
２0１8年　金沢卯辰山工芸工房�修了
現　在　�金沢市にて漆作家として制作活

動中

情報番組に出演し解説

皿「華かご」　技法／卵殻、和紙肌仕上げ
素材／栃、漆、和紙、鶉卵　Φ２6cm×ｈ3.5cm

一輪挿し「たまゆらの景色」　技法／乾漆、螺鈿
素材／漆、麻布、和紙、白蝶貝　Φ 8 cm×ｈ 8 cm他

取材風景

制作したドキュメンタリー番組


